
医師・看護師等の大幅な増員を求める意見書

医療事故をなくし、安全でゆきとどいた医療と看護を実現するためには、医療

従事者がゆとりと誇りを持って働き続けられる職場環境づくりが不可欠です。

しかし、医療現場の実態はかつてなく過酷になっており、医師や看護師等の不

足が深刻化しています。看護師は仕事に追い回されて疲れ果て、「十分な看護が

提供できている」と考えているのは看護師の 1割にも届かず、４分の３が「辞め

たい」と思っているほどです。

北海道では、医師の確保が困難なため、診療科の縮小や病棟を閉鎖する病院が

後を絶ちません。また「医師、看護師の確保が難しい」ことを理由に病院自体を

閉院してしまうケースも生まれています。道内の地域医療が崩壊してしまうこ

とさえ危惧されます。

欧米諸国に比べ日本は圧倒的に人員体制が少ないのが現状です。また患者の

重症化、医療・看護の高度化に加え、入院日数の短縮や業務のＩＴ化などによっ

て業務は過密の度を増し続けています。現場はもはや限界であり、人員増は緊急

の課題です。

よって、政府におかれましては、医療現場での大幅増員を保障する医師・看護

職員等の確保対策を抜本的に強化されるよう要望します。

記

１ 医師・看護師など医療従事者を大幅に増員してください。

２ 看護職員の配置基準を「夜間は患者１０人に対して１人以上、日勤帯は患者

４人に対して１人以上」とするなど、抜本的に改善してください。

３ 夜勤日数を月８日以内に規制するなど「看護職員確保法」等を改正してくだ

さい。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
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